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＜連絡事項＞
・年末年始の薬局運営に関して
*年末年始の薬局出勤日：12/31(月)、1/2(水)の2日間
*平成31年１月2日(水)服用開始の定期薬について

　 平成30年12月31日(月)15:00～病棟に渡します。
*年末年始常備薬追加について

　 年末年始の期間だけセンナリド20錠、ケンエーG浣腸5本を東病棟の休日夜間病棟一時配置薬に追加します(12/31～)。

＜患者様連絡事項＞
・四戸　水晶様～本人希望にて明日朝より牛乳→ヨーグルトへ変更。また、本日排便-4日目の為、IFオーダーに便秘時追加、センナリド7回分処方となる。
・板橋　愼悦様～点滴一部内容変更し2日分処方。また、感染徴候ある為本日より抗生剤点滴処方となる。

・吉島　知寿子様～12/27任意→医療保護へ切り替え。当日は病状不安定で本人へ書類渡せる状況で無かったため、本日医療保護入院のお知らせを渡している。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～粗暴行為なく経過している為、15:00身体拘束解除。身体拘束解除したが興奮する可能性はある為、終日隔離開始となる。食事時は両上肢・体幹の拘束一部解除するが不穏行動や再拘束への抵抗なし。スタッフ対面時妄想様の言動なく落ち着いている。隔離開始後も不穏さ無く、隔離開始の説明にも了承されている。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。私物の要求多く、入浴までに時間要している。また、対面時声高さ見られている。妄想様発言はない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放後に提供したお茶を一気飲みしている。過度な飲水要求や隠れ飲水は無い。ホワイトボードに書いた字を他者に見せようと腕を引っ張っていることあり介入要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。10時～16時開放観察実施。開放中殆ど自室にて臥床して過ごされている。夕方より興奮し詰所のドアを蹴る事あり。男性スタッフ介入にて自室へ戻り施錠している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・大山　敏子様～発熱無く経過。右肩と腰の疼痛訴え続いている。
・飯田　修子様～スタッフへの話し掛け頻回だが、不穏さや易怒性なく経過。隔離室の男性患者様とドア越しに口論している事あり介入要している。
・板橋　愼悦様～バイタルサイン異常無し。酸素5Lにて酸素飽和度96%で経過。四肢の動き活発で、ケア時抵抗強く見られている。
・高屋敷　良子様～バイタルサイン異常無し。酸素1Lにて酸素飽和度95%で経過。嘔気や嘔吐の訴えもない。
・下村　慶子様～バイタルサイン異常無し。全身の疼痛訴え続いており、経管栄養開始後疼痛の増強訴えている。嘔気や嘔吐の訴えは無い。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～常にオールバックにしており、眼光の鋭さ見られている。スタッフ対面時は口調穏やかで対応は丁寧。妄想様発言なく経過している。

＜新入院患者様情報＞
氏　　名：瀧又　富造様

　生年月日：昭和30年1月3日　　63歳

　病　　名：認知症

　性　　別：男性

　主治　医：田名部Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット15号室

(経過）

　現在夫婦二人暮らし。初期集中対象の方。

　H27年頃よりご飯を食べた事を忘れるようになった。また、夕方から落ち着きがなくなり窓の外が自動車のライトで光ると「人が来た」と話すことや、夜中に布団で眠らずに椅子に立ったり座ったりを繰り返すなどの様子が出現。H28年に上記症状悪化。早朝に覚醒し、外に出て行こうとする様子見られていた。以降妻が朝3時半に朝食を食べさせ、外に出ることを予防している。H29年には同じ服を着続ける、入浴を嫌がるなどの症状出現。H30年に入り、さらにこれらの症状悪化。昼夜問わずに暖房や電気をつけ続ける、マッチを意味なく擦って火をつけズボンを焦がしてしまうことがあった。平成30年12月23日、妻が目を離した際に行方不明となり、警察に保護されている。妻が家での生活に負担を感じるにいたり、今回高齢者支援センター「アクテイブ24」からの紹介でH30.12.29当院受診。妻様の同意にて同日東Ａユニットへ医療保護入院となる。　　

※LTセットCプラン、オムツなし。肌着、下着は家族洗濯。
※難聴あり（右＞左）。右は殆ど聞こえないとの事。
※持参薬無し。以前他院受診していた際に内服拒否した経緯ある為、今回も内服拒否する可能性あるとのこと（妻様より）
